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はしがき 

 

 福島第一原子力発電所において日々約 400㎥発生している汚染水は，廃炉事業における

最も深刻な問題であり，その対策として凍土方式遮水壁による原子炉建屋を周辺地下水か

ら遮断する工法が実施されつつある．本工法は世界でも前例がなく，しかも現場は砂岩と

泥岩との互層で山側から海側へ大量の地下水が流れている．このような条件下で凍土遮水

壁の施工が予定通りに完成するのか，また，凍土壁を長期間維持する過程において凍土壁

の遮水性について問題は生じないのか懸念されている．本研究は，凍土方式遮水壁で起こ

りうるこれらの諸問題に対応できる長期間安定管理技術の構築を目指すものである． 

 本研究では，凍土壁の造成可能な地下水流速条件の正確な予測方法の提案を目指した．

このため，模型実験と熱伝導・浸透流連成 FEM 解析を行い，既往の理論式との整合性を

確認した．その結果，既往の理論式以上の精度で，様々な条件下における限界流速を予測

可能であることが明らかになった． 

 次に，凍土遮水壁の融解時の透水係数について，凍結の方向や拘束条件の影響をそれぞ

れ目的に応じた新たな実験装置を開発して評価した．その結果，凍結融解土の透水係数を

支配する要因は，上載荷重など拘束圧力の大きさ，凍結融解の繰り返し回数と地盤材料の

凍上性の 3点であり，従来から主張されていたアイスレンズの方向や量は透水係数に及ぼ

す影響は軽微であるが，変位拘束の条件は透水係数に影響を与えることが確認された． 

 さらに，凍土遮水壁の透水性を正確に求めるために，特殊な実験装置を開発して，凍土

の透水特性を評価した．その結果，未凍土と同様に凍土においてもダルシー則が適用可能

であり， 0℃近傍では透水係数が大きくなり，低温になるに従い温度に依存する不凍水量

に応じて透水係数は急激に小さくなることが確認できた． 
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